








要約:川崎病と診断した 20 例(以下 MCLS 群)と他疾患 2 例(以下対照群)の病初期における

好中球の形態変化の差異、および MCLS 群の病期における好中球の形態変化の推移につい

て検討した。MCLS 群は対照群に較べ、顆粒陽性率が高く、空胞陽性率も比較的高かった。

γ-グロブリンを使用した症例では顆粒陽性率を空空胞性率で割った値(G/V ratio)だけが、

その前後で有意に低下した。


